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 今週から掃除時間は「たて

わりでの掃除」としました。

7 日に担当の先生より朝会

でたてわり掃除について話

がありました。 

たてわり掃除にこだわった

点は、「たてわり班掃除」でな

く「たてわり掃除」としたこ

とです。たてわり班で掃除と

なると、いつも固定のメンバ

ーが顔を合わせることにな

り、いい面もあると思うので

すが、全校生 136 人がだれ

とでも関わることができる

機会を持つことを優先し、班でな

くたてわりとしました。掃除時間

は私もほうきを持っていろんな

掃除場所を一緒に掃除をしてい

るのですが、異学年の子同士のか

かわりが必然的に生まれる場で

す。学年関係なく、一緒に掃除を

する子にやさしく声をかけたり、

たてわり掃除のいいところは 

』』 



上手に指示を出したりしている場所は、丁寧でしかもはやく掃

除をしています。2 週間から１ヶ月近くは同じ場所を掃除する

のですから、その積み重ねは

大きくて、昨年度も「いいかか

わりができているから、みん

なが一生懸命できるんだろう

な」と感じることが多かった

です。先生方も子どもたちに

声をかけながら一緒に掃除を

していて、子どもたちがちゃんとやっているか監視や指導をし

て回っている先生を見ることはありませんでした。もしも困っ

たことがあれば、先生に伝えにきてというサインは授業や同学

年の場だけでなく、学校全体で子どもたちと共有しておくこと

が大事と考えます。 

 もう１つ、こだわったこと

は振り返りの時間です。昨年

度までは 15 分間掃除の最後

に「そうじプロ」のきまりに沿

って振り返りをする時間を設

けていました。これも、自分を

見直したり、子どもたち同士

をつないだりする大切な時間

だったように感じています。今年度は掃除時間を１０分間とし

ていますので、どんな変化があるか注視しながら観ていこうと

思います。 



 ずいぶん前の話になりますが、海外からやってきた子が、「前

の学校では、掃除をしてくれる大人がいて、自分たちで掃除をし

たことなんてなかった。新鮮で楽しい」と話してくれて、清掃専

門の作業員がいて子どもも先生も掃除をしない国があるのかと

驚いたのを思い出します。日本では、多くの学校で掃除時間を設

けていますが、学習指導要領上の位置づけは曖昧で決して、子ど

もや先生方が行うマストの活動ではありません。もちろん、自分

が使ったところをきれいにするというマナーとして、また道徳

的な意義から教育活動としての考え方も理解はできますが、そ

うじをする＝きれいになるだけでなく、学校として何をねらう

のか、付加価値のようなものは大事にしたいところです。竹山小

学校のそうじの時間は、たまたまその時に一緒になった異学年

の子同士が、先生の監視や指導の下でなく、子どもたち同士でゆ

るく結びつき、お互いを理解し合いながら力を合わせる経験を

する場になればと考えています。 

  

  


